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    Semimartinga1e Regression Mode1のノンパラメトリック推定
                                   吉 田 朋
次の分解を持つsemimartinga1e regression modelを考える．
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 このrandom measureμ1（・，2）から々（玄，z），C（≠，z），M（広，∫，z）の推定量を構成し，その一致性，
漸近正規性等を示した．
               統計学の基礎方程式
                                    松 縄   規
 多変量観測量とそれに基づくノンパラメトリックた統計的モデルの間の統計的不確定性関係を与え
た．これから，パラメトリックの場合と同様にモデル分布が満たす統計基礎方程式，それを利用した最
小不確定性分布としての多変量指数分布モデルを誘導した：
 ランダム行列λから生成されるか次元利ベクトル1（∠）。〉が測度空間（”，”，μ）上で定義されて
いるものとする．またく（λ）尾1＝（1（五）尾〉）±とする．夕＝｛Pλ｝で多変量ノンパラメトリックモデルの分
布族を表す．Pλはλに従属しない隠れたパラメータλを含んでもよい．μはμに関し絶対連続で
力（λ；λ）をその密度関数，の（λ；λ）を観測対象の行列値関数，Ψ（λ；λ）でその行列値近似関数，∠
…」（λ；λ）＝0（λ；λ）一Ψ（λ；λ）で観測誤差を表す．モデルの持つデータの記述能力に関してλ
に関する性能比強度8＝∂1n力（λ；ノ1）／∂凶を考える．力（∠；λ）は観測値に基づいて構成可能であり，若
干の正則条件を満たすものとする．次の；（1）観測誤差，（2）観測機構（＝モデル），（3）それらの間の
相互作用；の諸量に関する平均誤差変動が存在すると仮定する：
